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わたしは、ママがすきです。わたしのママは、わたしやほかの人がこまっているときに、ぜったい

にたすけてくれる、かっこいいヒーローみたいな人だとおもいます。

わたしはさがしものをしていました。いくらさがしてもみつかりません。でも、ママがみつける

とすぐにみつかり、なぜなのだろうとおもいました。たいちょうがわるいときは、してほしいこと

をいわなくてもきづいてしてくれて、とてもかんしゃしています。

そんなママは、わたしいがいの人にもとてもしんせつです。あかちゃんをだいているおかあさん

が、おもたそうに、にもつをもっていました。わたしはきづいていたのに、こえをかけてあげられま

せんでした。でも、ママはじぶんからこえをかけてあげていて、かっこよかったです。ほかにもスー

パーでさがしものをしている人に、どこにありますよ、とこえをかけてあげていました。

それをみてわたしは、まねをしようとおもいました。するとべつの日に、男の子がおかしがどこ

にあるのかわからずこまっていました。わたしは、ゆうきを出しておしえてあげることができまし

た。とてもうれしかったです。人だすけをするじしんがつきました。

べつの日、きんじょの人がみぞにおちていて、わたしときょうだいできょうりょくして、たすけ

だしてあげました。その人は、

「ありがとうございます。たすかりました。」

といってくれました。わたしはだいじょうぶなのか、とこえをかけました。そうしたら、

「だいじょうぶよ。」

とへんじをされたので、わたしたちはいえにかえり、ママにあったことをはなしました。

するとママは、

「ほんとうにそのだいじょうぶは、だいじょうぶなのかな？」

といいました。わたしはどういういみなのかわからず、ママにききました。すると、

「大人は子どもにしんぱいをかけたくなくて、だいじょうぶではなくても、だいじょうぶとへん

じをすることがあるからね。」

といいました。それをきいて、そういえば足をひきずっていたし、きつそうだったとおもい、ママに

つたえました。それをきいて、ママはようすをみにいきました。その人はきつくてうごけないじょ

うたいで、いえの中にいました。だいじょうぶじゃないときづいたママは、すごくたよりになると

おもいました。

ママのまわりには、いい人ややさしい人があつまってきます。そして、こころがあたたかくなっ

て、うれしくてしあわせになります。だからこれからも、こまっている人をみつけたら、どんどん

たすけていきたいです。

そしてわたしも、しんせつがあたりまえのように、いっぱいできる人になりたいとおもいます。


